
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献

企
業
認
証
事
業
所
募
集

制
度
説
明
会
の
開
催

1
認
定
事
業
所
募
集

▽
対
象　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）に
取
り
組
む
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
企
業
。

①
市
内
に
本
社
・
事
業
所
が
あ

る
②
市
内
で
１
年
以
上
継
続
し

て
事
業
を
営
ん
で
い
る
③
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
、
社
会
貢
献
を
主
な

目
的
と
す
る
事
業
所
や
社
会
福

祉
法
人
な
ど
は
除
き
ま
す
。

▽
そ
の
他　
認
証
を
受
け
た
企

業
に
は
、
PR
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

付
与
、
低
金
利
融
資
な
ど
の
支

援
を
行
な
い
ま
す
。

2
制
度
説
明
会
開
催

▽
日
時　
６
月
９
日（
木
）午
後

２
時
～
。

▽
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
中
央
１
丁
目
）。

▽
内
容　
認
証
制
度
、
応
募
方

法
、
審
査
方
法
な
ど
。

■
申
込　
宇
都
宮
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進

協
議
会
事
務
局
（
市
役
所
７
階

商
工
振
興
課
内
）
に
置
い
て
あ

る
申
込
用
紙
（
市
か
ら
も
取

り
出
し
可
）
に
必
要
事
項
を
書

き
、
1
は
必
要
書
類
を
添
え
て

６
月
９
日
～
７
月
８
日
（
必

着
）
に
、直
接
ま
た
は
送
付
で
、

〒
320

－

8540
市
役
所
商
工
振
興
課

☎（
632
）
２
４
３
３
へ
2
は
６

月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
フ

ァ
ク
ス
で
商
工
振
興
課
（
632
）

５
４
２
０
へ
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
務
手
続
き

■
事
業
報
告
書
な
ど　
市
内
の

み
に
事
務
所
が
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

は
、
毎
事
業
年
度
初
め
の
３
カ

月
以
内
に
事
業
報
告
書
な
ど
の

書
類
を
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

り
課
（
市
役
所
10
階
）
に
提
出

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
役
員
変
更
等
届
出
書　
役
員

の
変
更
（
再
任
を
含
む
）
が
あ

っ
た
場
合
、
役
員
変
更
等
届
出

書
を
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
款
変
更
　
平
成
24
年
度
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
改
正
に
伴
う
定
款

変
更
や
、
理
事
長
以
外
の
理
事

の
抹
消
登
記
が
済
ん
で
い
な
い

場
合
、
速
や
か
に
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

問
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
課
☎

（
632
）２
２
８
８

起
業
に
興
味
が
あ
る
人
必
見

２
日
間
で
作
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
作
成
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時・会
場　
６
月
11
日（
土
）

午
後
３
時
～
５
時
30
分
＝
東
図

書
館
（
中
今
泉
３
丁
目
）、
６

月
18
日（
土
）午
後
０
時
30
分

～
６
時
＝
市
役
所
14
階
Ｄ
会
議

室
。
全
２
回
。

▽
内
容　
吉
川
聖ま

さ
み弓
さ
ん
（
パ

ー
ソ
ナ
ル
起
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
）
に
よ
る
講
演
会
、
事
業
計

画
や
会
計
な
ど
具
体
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
。６
月
11
日
は
懇
親
会（
希

望
者
・
有
料
）
も
あ
り
。

▽
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。
①
起
業
・
創
業
に

関
心
が
あ
る
②
起
業
を
目
指

す
・
起
業
後
間
も
な
い
。

▽
定
員　
先
着
50
人
。
託
児
あ

り
（
定
員
10
人
）。

▽
申
込　
産
業
政
策
課
（
市
役

所
７
階
）
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
（
市
か
ら
も
取
り
出
し
可
）

に
必
要
事
項
を
書
き
、
６
月
10

日
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
産
業

政
策
課
☎（
632
）２
４
４
２
、

（
632
）２
４
４
７
、

u2305@
city.utsunom

iya.tochigi.
jp

へ
。
宇
都
宮
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

http://www.u-venture
s.com

/

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
や
、
宇
都
宮
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

http://
w

w
w

.facebook.com
/

◎ご利用ください　中小企業退職金共済制度　中小企業において退職金制度を設ける場合は、国の退職金
制度「中退共制度」をご利用ください。国から掛け金の一部助成や税法上の優遇などの特典が受けられま
す。問中小企業退職金共済事業本部☎ 03(6907)1234

産
　
業

中小企業の事業主の皆さんへ
雇用に関する助成制度をご利用ください
種類 条　件 対　　　　象 助　成　額

就
職
困
難
者
雇
用
奨
励
金

新たに失
業者など
を雇い入
れた

既卒3年以内または、
雇用時に満 40 歳以
上であり、事業主の
都合により離職した者
または、過去１年以
上就労していなかっ
た者を正規雇用して、
６カ月以上雇用が継
続している

雇用した労働者 1
人当たり 15 万円。
なお、「既卒 3 年
以内の人」につい
ては、1 年間継続
雇用した場合 10
万円を追加交付

若年者や
中高年者
などを試
行雇用の
後に雇い
入れた

国の「トライアル雇
用奨励金」の支給決
定を受け、試行雇用
後に正規雇用に移
行し、6 カ月以上雇
用が継続している

国の奨励金の 2 分
の 1 の額 ( 上限 6
万円 )

高年齢者
や障がい
者、ひと
り親など
就職が困
難な人を
雇い入れ
た

国の「特定求職者
雇用開発助成金（特
定就職困難者雇用開
発助成金または高年
齢者雇用開発特別奨
励金）」の支給決定
を受け、雇用した労
働者の雇用が 6 カ月
以上継続している

雇用した労働者が
重度障がい者など
に該当する場合は
20 万 円、 そ れ 以
外は 15 万円

中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
加

入
促
進
補
助
金

中小企業退職金共済制度に新
たに加入した

事業所としての新
規加入から1 年間
に限り、毎月の掛
金 (１人当たり上限
1 万円 ) の 20% の
額 ( 上限 12 万円 )

▽上記に記載されている以外の条件や、奨励金・助成金
などについて詳しくは、市 をご覧になるか、商工振興
課（市役所 7 階）☎ (632)2444 へお問い合わせください。
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の

「
参
加
予
定
」
か
ら
も
申
し
込

み
可
。

問
産
業
政
策
課
☎（
632
）２
４
４
２

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

保
管
・
処
分
状
況
届
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
保
管
し
て

い
る
事
業
者
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別

措
置
法
第
８
条
に
基
づ
き
、
届

け
出
を
行
な
う
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
提
出
書
類　
保
管
状
況
な
ど

の
届
け
出
を
正
本
１
部
・
副
本

１
部
・
控
え
が
必
要
な
人
は
３

部
。
添
付
書
類
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物
を
特
定
で
き
る
写
真
、

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
管
理
責

任
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
の
写
し
、
平
成
27
年
度
中
に

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
処
分
し
た
事

業
者
は
産
業
廃
棄
物
管
理
票

（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
の
写
し
。

▽
提
出　
６
月
30
日
（
必
着
）

ま
で
に
、直
接
ま
た
は
送
付
で
、

〒
320

－

8540
市
役
所
廃
棄
物
対
策

課
（
市
役
所
12
階
）
☎（
632
）

２
９
２
９
へ
。

産
業
廃
棄
物
の
排
出
事
業
者
は

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
対
象　
産
業
廃
棄
物
（
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
）
を
排
出
し

て
い
る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
市
内
の
事
業
者
。
①
平

成
27
年
度
中
に
産
業
廃
棄
物
管

理
票
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
を
交

付
し
た
②
平
成
27
年
度
中
に
多

量
の
産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理

産
業
廃
棄
物
）
が
発
生
し
た
事

業
場
を
設
置
し
て
い
る
③
平
成

27
年
度
に
多
量
排
出
事
業
者
と

し
て
産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理

産
業
廃
棄
物
）
処
理
計
画
書
を

提
出
し
て
い
る
。

▽
提
出
書
類　

①
産
業
廃
棄
物

管
理
票
交
付
等
状
況
報
告
書
②

産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
）
処
理
計
画
書
③
産
業

廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
）処
理
計
画
実
施
状
況
報
告
書
。

▽
多
量
の
基
準　

産
業
廃
棄

物
の
発
生
量
が
、
年
間
合
計

１
０
０
０
ト
ン
以
上
。
特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
の
発
生
量
が
、

年
間
合
計
50
ト
ン
以
上
。

▽
提
出　

市

に
掲
載
さ
れ
て

い
る
書
類
に
必
要
事
項
を
書

き
、
６
月
30
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
送
付
で
、
〒

320

－

8540
市
役
所
廃
棄
物
対
策
課

☎（
632
）２
９
２
８
へ
。

求
職
中
の
皆
さ
ん
を

応
援
し
ま
す

1
求
職
者
の
た
め
の
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　
６
月
28
日（
火
）・
29

日（
水
）、
午
前
10
時
～
午
後
４

時
。
全
２
回
。

▽
内
容　
求
職
活
動
の
心
構
え

や
進
め
方
、
自
己
分
析
、
応
募

書
類
の
書
き
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
面
接
指
導
な
ど
。

2
中
高
年
齢
者
の
た
め
の
再
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　
６
月
21
日（
火
）午
前

10
時
～
午
後
４
時
。

▽
内
容　
職
業
経
験
の
整
理
と

生
か
し
方
、
企
業
が
再
就
職
者

に
求
め
る
人
材
像
、
職
業
経
験

を
生
か
し
た
応
募
書
類
の
書
き

方
、
面
接
指
導
な
ど
。

■
会
場　
中
央
（
中
央
１
丁

目
）。

■
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。
①
市
内
に
在
住
か

通
勤
し
て
い
る
②
市
内
に
就
職

を
希
望
す
る
。

　

2
は
、
お
お
む
ね
45
歳
以
上

の
人
。

■
定
員　
各
先
着
10
人
。

■
申
込　
電
話
ま
た
は
は
が
き

・
フ
ァ
ク
ス
（
講
座
名
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
を
明
記
）
で
、
〒
320

－

8540
市
役
所
商
工
振
興
課
☎（
632
）

２
４
４
６
、
（
632
）５
４
２
０

へ
。

子
ど
も
の
家
・
留
守
家
庭

児
童
会
指
導
員
登
録
者
を

募
集

　
子
ど
も
の
家
で
指
導
員
と
し

て
勤
務
を
希
望
す
る
人
を
対
象

に
、
人
材
登
録
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
家
は
、
保
護
者
が

仕
事
な
ど
で
昼
間
家
庭
に
い
な

い
小
学
生
を
対
象
に
、
指
導
員

が
適
切
な
遊
び
や
指
導
を
行

い
、
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成

を
図
る
も
の
で
す
。

▽
対
象　
保
育
士
や
教
諭
な
ど

の
資
格
を
有
す
る
、
ま
た
は
子

育
て
経
験
が
あ
る
人
な
ど
。

▽
申
込　
生
涯
学
習
課
（
市
役

所
13
階
）
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
（
市
か
ら
も
取
り
出
し
可
）

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、直
接
、

生
涯
学
習
課
へ
。

▽
そ
の
他　
登
録
後
、
登
録
者

の
希
望
や
資
格
な
ど
を
考
慮

し
、
各
子
ど
も
の
家
か
ら
連
絡

し
ま
す
。

　
な
お
、
採
用
時
期
・
勤
務
時

間
な
ど
は
、
各
子
ど
も
の
家
で

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
が
あ

っ
せ
ん
・
雇
用
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
生

涯
学
習
課
☎（
632
）
２
６
７
６

へ
。

◎介護支援専門員実務研修受講試験　▽日時　10 月２日（日）午前 10 時～正午▽会場　宇都宮大学（峰
町）、とちぎ健康の森（駒生町）▽費用　7,700 円（受験料）▽申込　高齢福祉課（市役所 )、各 ・
・ 、県高齢対策課、県健康福祉センターなどに置いてある申込書（試験案内書）に必要事項を書き、６
月 13 ～ 30 日（消印有効）に、簡易書留にて、〒 320-8503 駒生町 3337 － 1、とちぎ健康福祉協会 ☎

（650）5587 へ。

雇
　
用

はかりの定期検査を
実施します

　業務（取引・証明）に使用
するはかりは、２年に１度の検
査を受けなければ使用すること
はできません（計量法第 19
条）。該当する人は必ず受検し
てください。
▽日程・会場　下の表の通り。
▽受付時間　午前 10 時～正
午、午後１時～３時。
▽費用　検査手数料（実費）。

計量器検査日程
6月の
検査日程 検査会場
１日（水）河内
２日（木）岡本事務所
３日（金）上河内保健センター
６日（月）富屋
７日（火）国本
８日（水）城山
９日（木）宝木
10日（金）星が丘中学校
13日（月）桜
14日（火）陽南
15日（水）宮の原小学校
16日（木）姿川
17日（金）雀宮
20日（月）横川
21日（火）瑞穂野
22日（水）清原
問計量検査所☎ (616)1562

税
・産
業・雇
用
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